
・輸出
１．輸出相手国割合（2021年1月）

１位：スイス 42.5%
２位：中国 20.5%
３位：シンガポール 12.7%
４位：コンゴ（民） 8.2%
５位：ルクセンブルク 4.9%
その他 11.2%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2021年1月）

１位：南アフリカ 28.1%
２位：中国 14.9%
３位：インド 8.6%
４位：アラブ首⾧国連邦 6.9%
５位：オランダ 3.2%
その他 38.3%

２．主要輸入品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2021年1月から1月までの貿易額。1USD=21.30ZMW（2021年1月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2021年1月から1月までの貿易額。1USD=104円（2021年1月までの

日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞1, 2, 4, 7: World Bank／ 3: ILO／ 5: IMF／ 6, 16, 19, 20: 
Ministry of Finance／ 8, 9, 10, 12, 14: Central Statistics Office／ 11, 13, 
15:日本国財務省貿易統計／ 17, 18:UNCTAD／ 21, 22: Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2021年2月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．「財務大臣、クワチャ安の要因を説明」（Daily Mail、3日）
ンガンドゥ財務大臣（Hon. Dr. Bwalya Ng’andu, Minister of Finance）は、米ドルをはじめとする兌換通貨に対する
クワチャ安の要因は、通貨市場におけるクワチャとその他通貨の需要量と供給量の違いにあると説明した。また、
2011年から2020年の国際的な経済低迷が銅を含む商品価格を低下させ、国内由来の気候変動による干ばつの発生と相
まって、電力及び食糧の輸入を促進し外貨需要を増加させることとなったと述べた。
２．「政府、新規の債務救済措置を要請」（Daily Mail; Daily Nation、6日）
政府は、2020年11月にG20とパリクラブにて合意された「債務返済猶予イニシアチブ（Debt Service Suspension
Initiative: DSSI）後の債務措置に係る共通枠組み」に、正式申請した。右共通枠組みは、幅広い債権者の参加の下、
申請要件を満たした国家を対象に、タイムリーかつ秩序だった債務処理を推進すべく設計されている。
３．「政府、AfCFTA協定の国内化に取り組む」（Times of Zambia、9日）
ザンビアのヤルマ商業貿易産業大臣（Hon. Christopher Yaluma, Minster of Commerce, Trade and Industry）は、ア
フリカ大陸自由貿易協定 (African Continental Free Trade Area Agreement: AfCFTA) が批准されたことを受け、政府
は同協定の国内化を促進するための措置をとる方針であると述べた。同大臣は、同省としてAfCFTAの実施を支持する
と発言するとともに、右実施に関する3か年戦略を策定し、実施初年度の活動計画を発表した。
４．「LS-MFEZ、10億ドル規模の産業をターゲットに」（Times of Zambia、12日）
ルサカ南部複合的経済特区（Lusaka South Multi-Facility Economic Zone: LS-MFEZ) プロジェクトは、10億ドルを超える
産業を誘致し、今後5年間で3,000人の雇用創出を見込んでいる。LS-MFEZのムウィラ管理部⾧代理（Mr. Kennedy Mwila,
acting Managing Director）は、同プロジェクトは、政府のザンビアを工業製品輸出市場に参入させるべく、緊急に必要
とされている経済特区の開発を加速させる意欲を体現するものであると述べた。
５．「新型コロナウイルス治療薬「イベルメクチン」の臨床試験開始」（Daily Nation、12日）
政府は、新型コロナウイルスの治療・予防のための抗寄生虫薬であるイベルメクチンの臨床試験を開始する予定であ
る。イベルメクチンは、投与対象者が綿密にモニターされた承認済みの臨床試験でのみ使用され、試験結果は新型コ
ロナウイルス感染予防・治療に関する政策に反映され、追って国民にも右結果が伝達される。
６．「日本、ザンビアを賞賛」（Daily Mail、19日）
18日、水内大使は、天皇誕生日祝賀レセプションに代わるヴァーチャル賀詞交換会において、債務持続性を達成する
ためのザンビアの努力はほめられるべきで、支持に値すると述べた。また、同会に出席したシリヤ情報・放送サービ
ス大臣（Hon. Ms. Dora Syliya, Minister of Information and Broadcasting）は、ザンビアと日本の協力関係は、製造
業や技術開発など他分野にも拡大する可能性があると述べた。
７．「政府、IMF との支援プログラム実施に向けた協議内容が 「数値」段階に」（Daily Nation、23日）
政府は、現在開催中のIMFとの拡大信用ファシリティ （Extended Credit Facility: ECF） に関するヴァーチャル会議に
おいて、国内経済・財政上の各種数値の共有作業を実施している段階である。ンガンドゥ財務大臣は、右段階を了すれ
ば、政府とIMFは政策課題について協議する予定であると発言した。現在進行中のヴァーチャル会議は、3月3日をもっ
て終了する見込みである。

マクロ経済指標 2020年 2021年
1. 人口（百万人） 17.9 (2019) -
2. 人口増加率（%） 2.89 (2019) -
3. 失業率（%） 11.4 (est) 11.4 (est)
4. 平均寿命（男／女） 60.5/66.4 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 18,909 (est) 19,564 (est)
6. GDP成⾧率（%） -4.2 (est) 1.8 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 (2019) -
8. インフレ率（%） 19.2 (Dec) 22.2 (Feb)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 289.04 (Dec) 307.32 (Feb)
10. 貿易収支（百万米ドル） 437.54 *2 -
11. 対日貿易収支（百万米ドル） -19.14 *3 -
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 822.85 *2 -
13. 対日輸出（百万米ドル） 7.31 *3 -
14. 輸入（総額、百万米ドル） 385.31 *2 -
15. 対日輸入（百万米ドル） 26.45 *3 -
16. 経常収支（百万米ドル） 1,673 (est) -
17. 対外直接投資（百万米ドル） 294 (2019, est) -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 753 (2019, est) -
19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,311 (est) -
20. 対外債務残高（百万米ドル） 13,800 (2019) -
21. 為替レート（対米ドル） 18.31ZMW 21.59ZMW (Feb)
22. 主要政策金利（現行、年利％） 8.0 (Nov) 8.5 (Feb)


